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はじめに
平成12年度学校基本調査速報によれば，平成11年度間の長期欠席者（年間
30日以上の欠席者）数は，小学校7万8千人，中学校 14万3千人の合計 22
万1千人となっている。全児童・生徒に占める比率で見れば，小学校 1.06%,
中学校3.48%であり，この数値は，小学校で94人に1人，中学校で29人に 1
人が，年間30日以上，欠席していることを表している。こうした，義務教育
の長期欠席率は，戦後一貫して減少してきたが，昭和50年代に増加に転じて，
現在にいたっている。 100%に近い子どもが学校に通うなか，学校に行かない
選択を行った親と子は，長い間，世間の無理解と偏見に苦しめられてきた。し
かしながら，不登校の増加を反映して 文部省の設置した「学校不適応対策調
査研究協力者会議Jの1990年11月「中間まとめJは，「登校拒否となった児
童生徒をみていると 必ずしも本人自身の属性的要因が決め手となっていると
はいえない事例も多く，ごく普通の子どもであり属性的には特に何ら問題もみ
られないケースも多数報告されているJと，「不登校がどの子にも起こりうる」
ことを指摘している。不登校は，もはや，「特殊Jな現象ではない。
これまで，不登校の研究は，主に心理学の立場からなされてきた。これらの
研究は，子どもが不登校に陥る原因を特定し その原因を除去することによっ
て不登校の子どもたちの立ち直りをはかるというものである。こうした研究法
は，原因論アプローチと呼ぶことができょう。心理学的研究の一例を挙げると，
稲村博は，登校拒否を発症させる要因として「一つが，本人の未成熟さ，すな
わち自我形成の不全や自己同一性の未確立であり，もう一つが問題を起こさせ
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やすい本人を追い込む環境条件J（稲村 1988:57）であると述べている。その
一方で，「登校拒否の問題を『再登校jという課題解決の過程として捉え，登
校拒否を治療するというよりも再登校（学校復帰）を指導するという立場に立
ち，できるだけ早期に学校へ復帰させるためには，子どもにどのように具体的
に対応すればいいのか，を検討する」（河合 1991:30-1）という不登校からの
立ち直りに重点をおいた実践的な研究もみられる。
このような心理学的研究に対して，社会学の分野で不登校が取り扱われるよ
うになったのは比較的最近である。不登校について初めて本格的な社会学的分
析を行なった森田洋司 (1991）は，大規模な数量的調査に基づき，不登校が誰
にでも起こりうる問題であることを明らかにした。森田は こうした状況をふ
まえ，ハーシのボンド理論を援用して「登校回避感情をもっ生徒が，なぜ不登
校にならないのかjという聞いを設定し，学校に子どもたちを繋ぎ止めている
諸要素を分析する。また 竹川郁雄 (1993）は 次のような不登校の分類を行
なっている。まず，子どもたちが参入すべき場である教室の側の特徴を，（1) 
対人関係，（2）学級の集団状況，（3）教室という意味空間 の三つの次元にわけ，
不登校に陥る子どもたちの側の要因として， (1）自己のもつ攻撃誘発性の想定
による攻撃されるという恐怖感からのすくみ状態，（2）対人関係・集団状況・
意味空間に対する不適応意識による離脱，（3）教室の一面を自己とのかかわり
において何らかの形で有意味化できない状態，の三つを想定する。そして，各々
の分類をクロスさせ，九つの不登校の類型を導き出す。森田も竹川も，不登校
が発生するメカニズムを解明しようとする点で，心理学的研究と同様，原因論
アプローチといえる。こうした原因論アプローチに一線を画す社会学的研究と
して工藤宏司（1994, 1995）の研究がある。工藤は，キツセらの構築主義的ア
プローチを用い，新聞記事から不登校の定義がどのように変容してきたかを明
らかにする。これらの諸研究の他にも，不登校生たちの通うフリースクール
「東京シューレJの社会秩序を描いた朝倉景樹（1995）の研究などがある。
本稿では，ある一人の女子高校生のインタビューをもとに，彼女が不登校に
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陥った中学3年生の経験を中心に生活史を構成し，そこに働いている要因を考
察していく。本稿もまた，不登校の要因を探る点で，原因論アプローチに分類
されよう。本稿で用いる生活史法は，「人間主体の状況に対する営為を記述し，
分析し，営為を促す動機（意味）を微視的かつ動的に解釈し，もって時代と社
会のネガティブを焼きつける方法である」（青木 1996:132-3）。これまでの不
登校の社会学的研究は 外的にとらえられる客観的指標から不登校を分析して
おり，不登校に陥った当人の主観的世界を十分に明らかにしていない。言うま
でもなく，人間の行為は，外的環境に対する単純な反射ではなく，当人による
外的環境の理解・解釈に基づく意思決定過程の産物である。したがって，不登
校という現象を分析するためには，何よりもまず 当事者の視点に即して彼／
彼女の直面している状況を時間の流れのなかで具体的に理解する必要がある。
生活史法は，この目的を達成するための最良の方法である。以下では，まず，
不登校に陥った女子高校生の生活史を記述し，次に，若干の考察を行っていく。
2 調査の概要
今回，話を聞かせていただいたA子（女性）は，近畿地方に位置する人口 4
万人の市に住んでいる 1981年生まれの17歳（調査時）である。調査を行った
時点では，外国にある日本人学校に通う高校2年生である。調査者は， A子が
不登校になる以前からの知り合いであった。アルバイトでスキーのインストラ
クターをしていた調査者が生徒として来ていた中 1のA子にスキーを教え
たことが最初の出会いである。その後， A子が学校に行けなくなったときに，
調査者は， A子から何度か電話をもらい相談に乗った。 A子が高校に入学し外
国に行ってからも，調査者は，何度も手紙や電話をもらっていた。したがって，
調査者と被調査者のラポールは良好で、あり， A子は 調査に対して大変協力的
であった。
インタビューは， A子が日本に帰国していた 1998年の 12月から 1999年の
1月にかけて3回，喫茶店にてそれぞれ4時間，合計 12時間程度行った。イ
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ンタビューの最中にメモにとり，このメモと記憶を頼りに，翌日，インタビュー
の内容についてノートを作成した。また同時に，テープにも録音し，後日， ト
ランススクリプトを作成した。
3 A子の生活史
3. 1 A子の家族
A子の家族は，父親，母親，祖母（父方），兄， A子，弟の 6人家族である。
A子の父親は， 44歳（調査時），高卒で，親類の看板屋に勤めている。 A子
は，父親をとても尊敬している。空手，スキー，水泳，サーフインなど大変な
スポーツマンで，特に，中学生の時にしていたテニスは，大会優勝の経験をも
っ。この父は，あまり話をするほうではないが，ときどき冗談を言って周りを
笑わせる。温厚な性格で めったに怒ることはないという。中3の時に父親を
亡くしたA子の父は，「自分のことは自分でやり，人には迷惑をかけなかったJ
とA子に話すという。朝は， 8時前に出勤して，夕方は， 6時頃に帰宅する。
夕食は，毎晩，家で食べる。地域の消防団に所属する父親は，かつて，正月の
出初め式で梯子の上でパフォーマンスをみせたり，近所の神社のお祭りでは，
獅子舞を担いだ、りもする。 A子は，こうした父親が大好きで，よく抱きついて
キスをするという。その父は，最近，白髪が増えた。 A子が中3の時，学校に
行けなくなり，父親に心配をかけてしまったからだ。そのことで， A子は，父
親にすまなく，思っている。
寡黙な父に対して 41歳（調査時）の母は とてもおしゃべりだ。その一
方で，すごく気をつかう性格でもあり，場の雰囲気を盛り上げるためにしゃべっ
ているところもある。母親も 父親同様高卒である。スポーツ好きで，中学
生の時にソフトボールをしていた。 A子の母は， 10年近く来々軒（仮名）と
いうラーメン屋で働いている。ほぼ毎日，午前9時に仕事に出掛け，午後3
時半に帰宅する。最近では，夜もほぼ毎日，午後5時から午後 10時まで働い
ている。このような忙しさにもかかわらず，家事をするのは，主に，母親であ
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る。 A子の母親は，子どもたちの行動に，かなり口うるさい。 A子によれば，
母親は，「お父さんが怒ったらどうなるかわからんからjと言って，父親の先
回りをして子どもたちを叱っているようだ。 A子は，母親とは友だち感覚で，
恋愛の話など，何でも話す。 A子は，自分のことを「お父さん子，おばあちゃ
ん子だ」と言うが， A子が小さいときは，夕方の3時半には母親は仕事から帰
宅していたので， A子はそれほど寂しい思いをしなかった。
父方の祖母は， 70歳くらいで，とても元気で忙しい人である。気も強い。
家から遠いところにある畑を耕しに行く。家で食べる野菜や漬け物は，ほとん
と祖母が作っている。昔は，豚も飼っていた。祖母は，ゲートボールにもこっ
ていて，あまり家にいない。 A子の母親とよく似ていて，祖母も，よくしゃべ
り，孫たちの生活をよく注意する。嫁姑関係は良好で，祖母は， A子の母親に
「ほんまの娘とは，思えへんけど，自分の息子の嫁として娘より大事やJと言っ
たことがある。 A子の父親は，長男である。
A子の兄は， 19歳（調査時）である。高校卒業後，印刷所に勤めていたが，
現在は，無職である。最近，兄は，恋人と一緒にいることが多く，家族と話を
していない。高校生の頃から，友人宅を泊まり歩いていた。 A子は，兄を，
「優しい」「妹思い」と形容する。不登校になって落ち込んでいたとき，兄は，
A子をなぐさめ，励ました。兄は，スポーツは，中学生のときに野球をしてい
た程度である。勉強の成績も 中くらいた、った。それほど目立つタイプでもな
かったが，ファッションセンスがよく， A子は，友だちゃ先輩から「お兄ちゃ
ん，かっこいいね」と言われた。兄は， 4つ下の弟と仲がいしE。兄とA子と弟
は，それぞれ， 2歳ずつ離れている。
A子の弟は，中学校3年生で15歳（調査時）である。弟は，根はいい性格
なのだが，いろいろ無茶をする。校則違反のすごい制服を着て中学校に登校し
ている。昔から，やんちゃをよくして，母親が，謝りに行っていた。現在，弟
は，高校受験の準備中で，家庭教師に勉強を見てもらっている。家庭教師の先
生によれば，「のみ込みは早い」という。
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A子の話を聞くかぎりでは， A子の家族は，農村型の拡大家族といえるかも
しれない。祖母は，農業をして， A子の母親を嫁とみる。嫁であるA子の母親
は，働きながら，家事もこなす。父親は，夕食の席に必ず家族と一緒に座る。
A子が「家族の聞には，ほとんど秘密はない」と言っているように，家族間
のコミュニケーションは良好で、ある。このお正月にも，家族全員で長野方面へ
旅行に出かけた。平均以上にまとまった仲のよい家族のようだ。ただし，夕食
後には，父や兄や弟は，それぞれ自室に戻って，テレビを見ているという。
3. 2 優秀だった小学校時代（1988-94年）
A子の通っていたK小学校は 1学年3クラス程度の規模で，鉄筋コンクリー
ト3階建ての校舎と広々とした校庭を持っている。先生は，男性より女性が多
い。 A子は，歩いて20分から 25分かけて通学していた。小学校時代， A子
は，年間2,3日休む程度であった。 A子は，勉強以外の活動をたくさんして
おり，その成績もすばらしく，小学校での生活は充実していた。
スポーツでは，彼女は，学校を代表する陸上と水泳の選手であった。陸上で
は， 100メートルで 5年生と 6年生の時に地区大会で春秋ともに優勝している。
一方，水泳では，地区大会の50メートル自由形で6年生の時に優勝している。
水泳は，ぜん息を治すために， 3歳から小1まで嫌々水泳教室に通わされてい
た。陸上と水泳の他に，剣道もしていた。
スポーツ以外では 小学校1年生から中学校3年生まで クラシック・ピア
ノを習っていた。幼稚閣から通っていた書道は，小学生での最高段位を獲得し
ている。学習塾には通わなかった。親に「勉強しろjと言われたこともなく，
宿題を忘れることもなかった。夏休みの宿題も， 7月中に終わらせていた。
学校でも，優秀で、あった。学校の授業で働いている人の絵を描いた。 A子の
絵は，クラスで一番うまかったので，額に入れられて教室に飾られた。夏休み
の自由研究で描いた「人類の進化」という絵も，教室の廊下に張り出された。
また， 6年生の冬休みに宿題で書いた作文は，優秀作に選ばれ，クラスの代表
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として全校生徒の前で A子自身が朗読した。 6年生の前期は，児童会の書記
になって，七夕集会やクリスマス集会の企画などをした。学業成績も優秀で、あっ
たA子は， 3段階評定で，二重丸と三重丸しかなかった。特に，家庭科は，
得意で，先生に言われて，みんなの前でお手本を見せたこともある。この他に，
6年生の運動会で，陸上の女子キャプテンとして，男子キャプテンと二人で，
校舎の屋上に設置された聖火に点火し 児童会の代表として運動会の閉会の言
葉を述べた。
小学校時代，彼女には，たくさん友だちがいた。ほとんど，自分の家のある
O町内で遊んでいた。夏休みには，ラジオ体操終了後，みんなで昼までドッジ
ボールをしたり，冬休みには，夕方，男子と女子のグループに分かれて，町内
を火の用心に回ったそうだ。しかし 深い友だちは少なかったという。「誰々，
好きだけど，どうしよう？」といった軽い相談事をする友だちは大勢いたが，
深刻な悩みを相談できる友だちは少なかった。小学校では 2年ごとに組替え
があった。 A子は あまり人見知りをしないので組替えに不安を覚えること
はなかった。現在では A子は，小学校時代の友だちとあまり遊ばないという。
3. 3 バスケと不登校の中学校時代（1994・97年）
A子の通っていた T市立T中学校は， 1学年8クラス程度の規模で， A子
の通っていたK小学校のほか O小学校と H小学校から生徒が集まる。
中学校の A子の出席状況を見ていくと，中 1は 皆勤であった。中 2の3
学期に，学校に行くのが嫌で， 2' 3日程度休む。このときは，先生が， A子
の家を訪ねてきて， A子は，嫌だが我慢して学校に再び通う。しかし，中3の
5月，修学旅行から帰ってきた直後本格的に休み始め 中学校を卒業するま
でほとんと会学校に行かなかった。彼女の不登校のきっかけは，彼女が，中学時
代に打ち込んでいたパスケ部の人間関係である。
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3. 3. 1 中1(1994年）
A子は，中 1の時，小学校のほうがよかったなと何度か思った。「中学校っ
て，いろんな学校， 3つの学校から成っとるから，わたしより出来る子って，
いっぱいおるやんか。だから，多分。何でも一番になれんのが，嫌ゃったんか
な。わからん」。小学校の時には，あれほど目立っていた体育祭も，中学校で
は，目立たなくなってしまった。しかし，学校生活は楽しく，中 1の時に，学
校を休みたいとは一度も，思わなかった。
中学校の一番新しい環境は，先輩後輩関係であった。特に， A子の中学時代
の中心を占めるパスケ部は，先輩後輩関係に厳しかった。パスケ部への入部は，
小学校の時に仲の良かった C子に誘われて決めた。小学校の時に活躍してい
た水泳や陸上ではなく，あえて経験のないパスケを選んだ、のは，「何でもこな
せるみたいのに，あこがれとった」からだという。パスケ部の練習は，毎日午
後3時から午後6時まで約3時間というハードなものであり，土日も，試合と
練習で埋まっていた。 A子は，次第に，パスケにのめり込んでいき，うまくな
りたいと思うようになった。パスケ部の顧問は，毎年替わり， A子が中 1の時
の顧問は， M先生という 20代後半の男性教諭であった。 M先生は，パスケの
経験はほとんどないが，前任の中学校でパスケ部の顧問をしてかなり勉強して
いた。 M先生は，熱心に毎日練習に出て，上手に練習メニューを選手たちにさ
せていた。 M先生に対する部員の信頼も厚かった。
A子が中 1の時のパスケ部の人数構成は， 1年生7人， 2年生 20人前後，
3年生4人，であった。この時のチームは，顧問のM先生が，弱かった 3年
生を鍛えて，ょうやく 1回戦や2回戦を突破できるようになった。 A子は，中
1の時，特に何かされるわけでもないのに，先輩が’怖かった。 3年の先輩は，
言葉づかいがきっく，すぐにキレそうな人が多かった。 2年生の先輩は，短気
な人もいたが，話しかけてくれる気さくな人も多かった。しかし，「プレー中
でも，練習しているときでも。ものすごい，こわかった。嫌われるのがこわかっ
たかな。嫌われた後のこと まだ長い部活生活なのに そうやって気に入られ
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なかったら嫌ゃん。なんか，すごい，いじめられたりするやんか。それが，こ
わかったからん先輩と話すときは， A子は，いつもドキドキしていた。先輩
に対して常に気を使っていて，例えば，練習中に先輩とぶつかれば，すぐさま
謝っていた。
A子の同輩の 1年生部員は 以下のようであった。
A子 7組 K小学校出身
B子 2組 K小学校出身 中1は練習に出ず
C子 5組 K小学校出身，小学校時代の友人，一緒に入部
D子 7組 O小学校出身
E子 7組 O小学校出身
F子 8組 O小学校出身
G子 2組 K小学校出身，中 1は練習に出ず
A子が，中 1の時，パスケ部で一緒に行動していたのは，クラスが同じE子と
D子である。一緒に入部した同じ小学校出身のC子とは，クラスも違い，疎遠
になった。そのC子が仲良くなったのは 一人で入部してきたF子である。 B
子とG子の二人は，練習にあまり出てこなかった。 A子は，練習の後，一人で
まっすぐ家に帰っていた。
夏休みの大会後， 3年生が引退する。バスケットボールのポジションには，
ガード，フォワード，センターがあり， A子は，センターを練習するように先
生から言われる。センターには，シュートをはずせないというプレッシャーと
味方ゴールから敵ゴールまで走る激しい運動量が課せられる。 A子は，フォワー
ドを希望していた。センターをする 2年生が2人だけで，センターだと，試合
に出る確率が高かったからである。 1年生の中でもっともうまかった A子は，
実際， 2年生たちに混じって，何度か試合に出場している。しかし，「嫌ゃっ
たんや。普通ゃったら，喜ぶやろうけど。試合に出れるって， 1年生，喜ぶゃ
んか。でも，先輩と一緒にするのが，すごい嫌ゃったんや。すごい，気使うし。
もしシュートを外したら，何か言われるの，嫌ゃったし。だから，確率， 3人
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しかおらんから，確率がすごい高いやん，試合に出なあかん確率が，それがす
ごい嫌で，嫌ゃったん。そう，先輩と一緒にプレーしたくなかったんよ。一緒
に中に入ってやりたなかったんよ，こわかったから」。 「もしこうやったら嫌
われるんちゃうやろかつて，そんなんやっても，嫌われへんのに，嫌われるん
ちゃうやろかJと，余計なことを考えすぎたからである。先輩と一緒に試合に
出ると， A子は，消極的になった。先輩に「遠慮せんともっと打ちって言われ
た。もっとシュート打ちって言われたん 「1年のなかでは， 1番うまくなり
たいとは，思っていたけど，先輩と一緒にやりたいとは思わんかったjという。
小学校の時には， A子は，上級生にこのような意識をまったく持っていなかっ
た。
インタビューの時， A子は，過去を振り返って，「何か，いろんなこと，もっ
といっぱいやっておけば良かった。すごい，今思えば，先輩後輩なんて，こわ
くないって，思えるんやな，なんかJと後悔している。「部活の面だけじゃな
くて，もっと，遊んでも良かったんだなあって，思う。まじめにやりすぎたなあっ
て」「怠けてもよかったかなあJとも思う。「完壁でありたいっていうとこjが
あった当時のA子は 「宿題も ぜったい忘れたらあかんとかつて思っとった
し。学校も，休んだ、らあかん，思っとったし。 1年生の時，皆勤賞もらjい，
「授業中，眠くても，ねえへんかったしJ，先生の話はよく聞いて，「ノートは，
絶対，写してた」という。「何か，遅れるっていう意識があったからJ，部活や
学校は休まなかった。もし休んだ時に新しいことをやっていると，分からなく
なるのが嫌だった。漢字の小テストでも，絶対に合格せねばと思い，「書いて
読んで，ひたすら覚えるっていうJ勉強法で，全部合格した。中間や期末試験
の前は，夜の2時や3時まで，勉強した。
3. 3. 2 中2( 1995年）
A子は，中2の時，クラスの思い出がほとんどないというくらいに，パスケ
に打ち込んだ。
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中2になると，パスケ部の顧問が替わる。中 1の時の顧問M先生は，男子パ
スケ部の顧問となり，女子部の顧問には，体育のL先生という 20代後半の女
性教諭がなった。そして， A子のクラス担任のK先生（女性）が，副顧問とな
る。新顧問のL先生は 熱心だが，教え方が下手で，部員たちは，前任のM先
生のほうがよかったと言っていた。特に， A子は， L先生と生理的にあわなかっ
た。 L先生は，妙に恩｜！れ馴れしく，生徒の気持ちを考えない。 L先生には，部
員みんな，意見が言いにくかった。
夏に3年生が引退し A子たちが，最上級生になる。 A子は，嫌々ながらキャ
プテンとなる。 A子は，「嫌って，言っとったんや，先生に。ゃれませんって
言ったんやけどJ，顧問の L先生に「でも，何もせんでええから，ただ頑張っ
とったら，みんながついてきてくれるからJと説得され，「でも，まあ，嫌や
けど，嫌や言うたんやけど， fああ，もっ』って感じで，ゃったんや，仕方な
くJ。
中2になると，幽霊部員だった二人も練習に来るようになり， A子の同学年
7人は，県大会出場を目標に練習に取り組んだ、。しかし，この 7人は，「まじ
めで，勝ち負けに非常にこだわり，絶対に県大会に行きたい」というグループ
と，「勝ち負けにはあまりこだわらず，パスケの楽しさを重視するJというグ
ループに分かれる。「勝負重視派」は， C子とF子の二人である。このうち，
C子がリーダー格であり， F子は， C子に影響された。一方， C子とF子以外
の5人は，それほど勝負にこだ、わっていなかった。この「楽しみ重視派Jの人
間関係を見ていくと， D子とB子とが特に仲がよく， A子とB子とG子は，一
緒に帰宅していた。この中で， A子は， B子と一番仲が良く， A子とB子とD
子は，バカなことをやってふざけたりしていた。キャプテンの A子は，両グ
ループの狭間に立たなければならないこともあった。しかし，顧問の先生が，
練習メニューを決めていたので そうした問題が表面化することもなかった。
事態が変わるのは，中2の冬に，顧問のL先生が，妊娠のためにパスケ部に
来られなくなってからである。代わりに 臨時顧問となった20代前半のO先生
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（男性）は，自分自身もパスケがうまく，熱心にきちんと教えてくれたが，部
員から嫌われた。パスケ部のみんなで，職員室のO先生のところへ抗議に行き，
言い合いになる。このため， 0先生は， A子たちの代の部員に対して親しみを
感じなくなり，次第に，パスケ部の練習に来なくなった。顧問不在の中2の終
わりから中3の初めまで A子がキャプテンとして パスケ部の練習をすべて
仕切らなければならなくなった。
A子は，「勝負重視派」と「楽しみ重視派Jの聞に立たねばならなくなった。
キャプテンの辛さについて，こう語っている。「メニューとか，決めるやんか，
わたしが。決めるっていうても，まあ，その場で，ただ，昔先輩がやっとった
ことは，受け継いでやっていくだけなんやけど，そういうまねごとみたいにし
ていくだけなんやけど，うん，なんか，わたしも，完壁な人間じゃないから，
順番とか間違って，何か抜けたりすることあるやんか，で，そういうときに，
何か，周りにC子との，頑張るっていう， C子に， fこれちゃうん』とかつて
言われたりJ。「というか，まあ，最初の頃，ぜんぜん， Tあっそっか，ごめん』
みたいなことで，『ああ，じゃあ，それ』みたいな感じで。キャプテンちゃう，
わたし，何にもしてへんのや。なんか，もうほとんど， C子が中心みたいになっ
てもうてん先頭に立ちたいタイプのC子は，キャプテンをしたかったらしい。
A子を始め他の部員たちも，そこまで仕切るならば， C子がキャプテンをすれ
ばいいと思っていた。「楽しみ重視派Jの中心人物B子は， C子と表向きは仲
良くしていたものの 小学校の頃から仲が良くない。パスケ部をまとめるのは
容易ではなかった。バスケに集中できなかった A子は，当時の気持ちをこう
振り返る。「何か，もう，行くのがすごい苦痛やった。もう，早く先生来て欲
しいと，思った。先生さえ来てくれたら，別に，何もつらく，ただ一生懸命頑張っ
たらいいだけなんやけど，先生来てくれんかったら，そういうメニューとか，
何も全部やって，うん，何か，そうやって， C子とか，みんなからも，何か，
そうやって言われんで済むのにとかつて，思ったことはあるね」。
辛い気持ちを抱えていた A子は， 2' 3日，学校を休む。クラス担任であ
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りパスケ部の副顧問でもあったK先生が夕方， A子の自宅を訪ねてくる。そ
の翌日， A子が学校に行くと， K先生は，放課後， A子を呼んで，キャプテン
が苦しいのかといろいろたずねた。 A子は，心底苦しかったにもかかわらず，
「いや，苦じゃないJとウソをついてしまう。「すごい，弱み見せるのが，嫌ゃっ
たのかもしれんJと自身を分析する。辛かったけれども，「3年になったら，
変わると，思ってた。 3年になったら，何か，気持ちも新たになって，今の状
態からは抜け出せるとは，思ってたね。そのころはJと信じ，これまでの経験か
ら「これも，まあ 解決できるわ」とどこか楽観的だ、った。
3. 3. 3 中3( 1996年）
3. 3. 3. 1 中3の1学期
中3になったら，事態が好転するだろうという A子の期待は， もろくも崩
れ去った。「だめだ、った。最初は，がんばろう，がんばろうって，自分に言い
聞かせるようなところもあったけど，とにかく，がんばろうって，新たな気持
ちで頑張ろうって，最初は，頑張りょったんだけど，やっぱりすごく辛くなっ
てきて」。妊娠したK先生の代わりにパスケ部の副顧問になったN先生という
新任の男性教諭は，パスケは全くの素人で，部員を指導できない。正顧問は，
妊娠中のL先生であり，ほとんどパスケ部の練習に参加できなか～った。新入部
員も少なかった。 4月時点の部員数は， A子の代の3年生7人， 2年生 20人
以上，新入生2' 3人。結局，キャプテンとして A子が，パスケ部を切り盛
りすることになる。一方，クラスのほうでは，組替えがあった。中3のクラス
担任は，中 1の時の女子パスケ部顧問M先生である。 A子は，普段からパスケ
部のことしか考えていないM先生を，担任としては全然信頼していなかった。
この中3の新しいクラスはすごく楽しかったという。特に， 5月に，長崎・福
岡を巡った修学旅行は，楽しかった。
この頃のA子は，「学校行くの嫌というより，放課後になって部活に行くの
が嫌ゃったね」。しかし，事態は，さらに悪化する。 4月か5月頃，パスケ部
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の「楽しみ重視派」の5人から， A子が，はじかれたのだ。このグループの中
心人物であり，なおかつ， A子と一番仲のよかったB子が，なぜか急に， A子
に冷たくなったのである。「B子と，うまくいかんかったのが，一番つらかっ
たな。何考えとるのか，わからんかった， B子が。その頃は。今もわからんか。
今も，あのころのこと，考えたら，何考えとったんやろって，思うわ。わからんJ。
だから， A子は，「わたしは，どうしたらいいんか，わからなくて。どうした
ら，戻ってくるのか，わからんかつて， B子が。戻ってくるっていうか，前み
たいに仲良くなれるんか，わからんかった」と途方に暮れた。この5人のなか
で， B子は，会話の中心であり，盛り上げ役である。だから， B子とうまくい
かないと， 5人の間で，身の置き場がない。パスケ部中心の生活を送ってきた
A子にとって，友だちといえば，部活の友だちが主である。変化に気づいたC
子とF子が， A子に気をつかってくれた。
こうした状況にあっても， A子は，パスケ部を「辞めるのだけは，嫌ゃった
ね。辞めることは，考えたことなかったJという。「休んでもええから，パス
ケ部だけは，辞めたくないと，思ってたん理由の一つは，彼女のプライドであ
る。「何か，プライドというか，わたし，すごい，プライドが・・.J。優秀な
小学校時代を過ごした A子は，周りから「何でもできるJというイメージを
持たれていた。そして，「そういうイメージ，わたしも，自分のなかにも，そ
ういうイメージが，もっと自分は，人前に立って何かするという，そういうイ
メージもっとった」のである。「そこで，キャプテン辞めて，パスケ辞めてと
か，そういうことになったら，それまでの，自分とは，何か逆というか，全然、
違う人間になるやん，なってまうやんJ。「で，それが嫌ゃったんと思うやんか。
変わるのが嫌ゃったんやわんもう一つの理由は， 1年後に迫った高校受験で
ある。「途中で，中途半端にしたら，辞めてもうたら，なんかなあ，そういう
中途半端な人間なんやって思われるやんか。思われる，高校受験とかで，パス
ケ部辞めるとかいって，なったら」。だから，「成績表とかに，内申書とかに，
パスケ部つという名前をおいておきたかったJのである。パスケ部は辞めずに，
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キャプテンだけ辞めようかと，思っても 「実際辞めるとなったら，何か，キャ
プテンって，すごいかっこいいやん，かっこいいというかJ，「高校とかに入る
ときに，何か，いいように，思われるやんJと考えた。「親に，部活辞めって
言われたけど，嫌やと言った」。
パスケ部の人間関係に悩んでいたA子は 5月の修学旅行直後に学校を休み
始める。その日は 休日の翌日だ、った。 A子は，「朝起きたときに，ああ，も
うええわ，今日は休みJと決めた。「最初から，行きたくなかったから。もう，
その日は，すっごく行きたくなかったん精神的に参っていたが，身体の調子
は，悪くなかった。ただ，修学旅行を題材に俳句を作るという宿題をしていな
かった。俳句などすぐにできそうなものだが，「わたし，完壁主義ゃから，だ
から，そう，簡単に作るの，嫌なんやJ。親は，「何で学校に行かんの？Jとた
ずねた。 A子は，ただ「嫌ゃからJ「行きたくないから」と答えた。親も， 1 
日くらいなら「まあ，ええやろJという感じだ、った。 A子も，学校を休むのは，
その日だけにしようと考えていた。寝たりピデオを見たりしてボーっと過ごし
た。夕食を食べて 明日は学校に行くつもりで，俳句の宿題をした。しかし，
翌日も学校に行かなかった。
1日だけのつもりが，連続して学校を休み出す。やはり，部活が嫌だ、った。
学校を休み始めた当初，毎朝 「7時にというか，なんか，親も，いい加減，
むかついとったみたいで，お母さんとか，『なんで，行かんの』みたいな感じ
で」「たたき起こされてた。『学校行き』みたいな感じで，『嫌や』って，起こ
されとったJという。いらついた母親が手を挙げることもあった。「ほっぺじゃ
ないけど。なんか うん，下着バーとあげて，パーって，背中とか，たたか
れたことあるよ」。「何で、行かんのって。親にしたら，ぜんぜん，理由もわから
んから，めっちゃいらついてたんちゃうやろか」。 A子が親に，学校に行かな
い理由を話したのは 1学期末である。学校に行かせようとする母親と，学校
に「行かん」と言い続ける A子のこうしたやりとりは，中 3の1学期中，続
いた。この時期を振り返って A子は 「地獄ゃった。ず、っと泣いとったもんo
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ご飯も，ぜんぜん，食べんかったし。つまみ食いするだけで，お母さんが，昼
間，おらんやんか，仕事行っとるから，その頃に，下行って，ちょっとつまん
で，また，二階上がって，ずっと部屋に入り浸って，ずっと自分の部屋におっ
て。部屋も暗くして，ぜんぜん，明かり，っけんと。そんな，そんな感じゃっ
たでJと語る。母親は，怒っているので，仕事に出掛ける前に， A子用の食事
を作っておいてくれるわけでもないD A子も食事を「いらん」と言っていたし，
夕食もほとんと寺食べなかった。 A子が食べていたのは，余り物のご飯やおかず
である。ご飯が食べ終わると，暗くした自分の部屋に閉じこもっていた。寝る
か，泣くかの毎日であった。「で，ほんま，常に，死を考えとったで。何度，
自殺しょうか，わからんかったもん。何度，自殺しようと，思ったか。常に，そ
の死のことを考えて，生きとった。その頃はねJ「何のために生きとるのかわ
からんかった，その頃はJ。孤独な毎日であった。
1学期の半ば頃， A子が居間でテレビを見ていると，なぜ、か，母親と言い合
いになった。母にたたかれまくったA子は，母親には手を挙げずに，祖母の部
屋があった別棟の離れに逃げていく。そして，離れの扉を堅く閉ざした。母親
もA子を追って離れにやって来て ドアを開けるように言う。抵抗していた
A子も，最後には， ドアを開けた。「開けて，すごい，お母さんが，すごい，
泣きながら，『なんで，そんな，なってもうたのjみたいなこと，なんか，言
われてJ「『なんで，学校行ってくれんの』みたいな，なんか，すごい，もう，
わたしも，すごい，泣いて， fわたしだ、って，好きで，そんなんなったん違う
わ』みたいなこと。すっごい，お互い，すっごい，泣きあった。泣いて，もう，
うんoその後も，すごい，ぜんぜん，涙が，止まらんかつて。うん，ぜんぜんJ
「お母さんも，泣いとった。でも，顔は，あんまり，見たくなかったから，そ
ういうお母さん，見たくなかったから，顔は見んかった」。 A子は，母屋に戻っ
てからも，居間で泣き続けていた。「なんか，すごい，悔しいというか。なん
ていうんか，すごい，めっちゃ嫌になって，自分が。ぜんぜん，涙，止まらん
かった」。夜の12時頃の出来事である。
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この頃， A子は，母親と顔を合わせたくなかった。それは，母親に腹を立て
たりむかついていたというよりも，母がこわかったからだという。一人で寝る
のが嫌でA子は，何度か祖母と一緒に寝ていた。朝，祖母が起床した後， A子
が一人で寝ていると，母親が，やってきて，「『学校行かんのやったら働け』み
たいなこと言われて，なんか，無理矢理洗い物をやらされて，『洗いもん洗い
なさいJみたいなこと言われてJ，しばしば手伝いをさせられた。そうした後
の母親の様子はというと，「そうやって，言いたいこと言ったら， もう無視み
たいな感じJで，自分の仕事をする。母親が言うきつい言葉に， A子は傷つい
た。「うん，きつい言葉は，よく言われた，いろんなこと言われた。詳しくは，
何言われたかは，覚えてないんやけど，その言葉，一言一言は，覚えてないけ
ど。すごいつらかった。つらい言葉，よく言われたJ。「で，そやって，『落ち
るとこまで落ちたな』みたいなこと，そやって，そういうこと言われて，言わ
れる度に， fああ，やっぱり，わたしって，死んだほうがいいなあ』って，思
いなおしたね。死を。うん，ほんま，何回も。『ああ，やっぱり，死んだほう
がいいなあ』って，何回も，思った。『生きてても，しゃあないな』って，思った。
『これは，死ななあかんわJって思ったね」。 A子は，母親に一度も手を挙げて
いない。母親に「わたしも好きでこんなになったんちゃうJと言い返すだけだ、っ
たo A子の心の中には，母親に心配をさせて悪いという気持ちもあった。
A子と母親のケンカが激しかったのは， 1学期の初め頃である。 A子は，サッ
カーの三浦知良の大ファンであった。自分の部屋に大きな彼のポスターを貼っ
ていた。 A子は，今でもよく覚えていると言うが，ある朝，学校に行かない
A子に業を煮やした母親が，大事にしていたそのポスターを破いたという。
「何するんや，われJと思いあまった A子は，「f殺せ』って言ったや，お母さ
んに， f殺せ』って，『もう，死にたいわ。だから，殺せJって，『もう，殺し
て』って，お母さんに言うたんやJ。それに対して，「お母さんは，『嫌やわjっ
て言うてJ「『牢屋に入りたくないわ。犯罪者になりたくないわ』って言Jった
という。 A子は，こうした母親を「子どもみたいって言ったやんか。友だちみ
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たいな関係ってJと評する。当時を振り返って， A子は，「わたしにしたら，
もう『子どもの気もわからんで』って感じゃったんやけど，親にしたら，たぶ
ん，わたしの気持ちが，わからんかったんちゃうか。お互いに，お互いの気持
ちがわからんかったと思うわ，この頃は。すごい，空回り。うまくはまらない
というか，お互いの気持ちが。空回りばっかりする感じゃったんちゃうJと語
る。それでも，今から思えば，「わたしの気持ちを考えて，わたしのことを，
わたしの将来のことを考えたら，やっぱり，学校に行ったほうが，ええと，思っ
とったから，無理矢理にでも行かそうと思ったのかな」と感じるという。
一方，父親は，学校に「『行きJとは言うけど，そこまで，お母さんほど，
そうやって，無理矢理ってことはないj。母親は「感情的になりやすいから，
ノTァーって，すごい，言ってまう人だから。そう，お父さんは，すごい，冷静
な人ゃからJ。「お母さんがおっても，お母さんがおらんかっても，お父さんが，
ちゃんと，夕食一緒に，夕食食べようみたいなことで，いつつも呼んでくれよっ
たけどなJ。しかし，父親からも「『学校，行ったほうがええぞ』とは言われとっ
たけど，『後悔するぞ』って，『後で，お前が，後悔するぞ』と言われょった」
という。
この頃， A子が一番心を許していたのは，祖母だ、ったという。だが，この祖
母からも「頼むから学校行って」「昔はょう勉強しとったのになあJとしばし
ば言われた。こうした言葉を聞くたびに， A子は，「すっごい， もう，すっご
いつらかった。もう，心の中で，さけんどったで， fわたしだってなあ，わた
しだ、って，好きでなったんちゃうんや』ってんこうしたセリフが心にわいて
くるのは，優等生だ、った A子の不登校を周りの人が信じられないのと同様に，
「わたしだって信じられなかったもん，自分が，こんな，なるなんて。そう，
ほんま，信じたくなかった」からである。
ある日， A子は，死ぬために家出を試みた。雨が降っていたので，家出は翌
日に延期して，とりあえず，少し離れたところにあるA子の家の1家小屋に隠れ
た。心配して辺りを捜していた父親が豚小屋にやってきて A子に「帰ろうJ
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と言ってくれた。父親と一緒に家に帰る。この時かどうか， A子の記憶は定か
ではないが，祖母に「すごい，なんか，すごい，ショックなこと，言われた。
何言われたんか，忘れたんやけど。なんか，『ああ，おばあちゃんって，こん
な考えしとったんや』って，そんときに，すごいショック受けたんや。何言わ
れたんやろう。うん，でも，とにかく，うん，言われた，そういうこと。『お
父さんに心配・...IJ。祖母にとっては，孫の自分よりも，息子である父親の
ほうが大事なのだとA子は’悟った。祖母からA子の気持ちが離れていった。
ある時，クラス担任のM先生が， A子の家を訪ねてきた。 M先生は， A子に，
「ちょっとは，すっきりするやろう」と言って，箇条書きでかまわないから自
分の気持ちを書いて欲しいと言った。 A子は， M先生に書いて渡したが，「そ
んなん書いても，『お前になんか，ふふっ』って，思ったね。『お前になんか，わ
かるかjって思った」という。また，このM先生の薦めによって， 1週間に 1
回程度， 40歳前後の女性カウンセラーがA子の家を訪問することになる。 M
先生も，その場に同席した。 A子は，カウンセラーに，辛かったことを泣きな
がら話したりした。しかし， A子は，カウンセリングの様子を次のように語る。
「なんか，いろいろ，うん，つらかったこと，話して，泣きながら，また，涙
が出て来た，話しとったら。もう，そんとき，つらかったから，泣いてもうてo
で，いちおう，話だけして，その日は，帰ったって。で， 1週間に 1聞か，家
に来て話すようになって，でも，その人にも，ホンマの気持ちは，ょう言わん
かったな。登校拒否しだした気持ちは，言ったんやけど，そういう理由で登校
拒否するようになったみたいなことは，その人にも言ったんやけど，でも，そ
の時，その時の，なんか，ホンマの気持ちっていうのは言えんかったJ。「なん
か，先生が来とるときと，その人が来とるとき，なんか・・・。自分の気持ち
が，コロコロ変わって， 1日でも，すごい，コロコロ変わるんやん口その時，
すごい変わって，どれが自分の気持ちなんか，わからんかったし。なんか，親
の，お母さんの前では，すごい，泣いたりするんやけど，その人前では，その
カウンセリングの人とかの前では，すごい笑顔なんや」。このカウンセリング
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の結果を， A子は「うん，なんか，しゃべったけど。結局は，何の変化もなかっ
た。何も，変わらんかった，その人と何回か，しゃべったけど。自分の気持ち
に，変化は現れなかったね。意味なかった。はっきり言ってんというのも，
「結局，自分の気持ちを，はっきりその人に言えへんから，だから，その人も，
『わたしは，もう，元気になった』みたいな感じに思うやん。なんか，そうい
う，つらいとこ，見せんねんから。見せれんし。だから，ぜんぜん，うんJ。
このカウンセリングは， 1学期で終わる。
1学期， A子は， 1日か2日，学校に行こうと試みた。「で，行くんやけど，
授業受けるんやけど，授業にぜんぜん集中できなくて。ノートに，黒板も見ん
と，ただノートに， f帰りたい，帰りたい』って書きょったの覚えているJ。
「それで， 1時間は頑張って受けて。 f帰りたい，帰りたい』と書きながらも。
でも，で，でも嫌で， 1時間目終わった後に，先生のところに行って，やっぱ
り帰りますって言って帰った。で， 1時間しか，もたんかった。 1時間も，も
たんというか。行った時点で帰りたいと，思ったもんJ。それは，教室の雰囲気
になじめなかったからである。「学校こうへんかっていう，うーんo そういう
弱みというか」「みんなとは違うと感じた。なんか，場違いというか，ここに
は，おれへんなぁと思ったん毎回，早退を繰り返した。
3. 3. 3. 2 中3の夏休み
学校は1時間自で早退していた一方で， A子は，夏休み初めに行われたパ
スケ部3年生の引退試合に参加している。試合に来るよう電話で誘ってくれた
のは， A子の不登校の直接的原因ともなったB子である。「学校きいって言わ
れよったゃん，電話でも。部活にも，きいとかつて。でも，その。その頃， B
子は，私，避けられてると，思っとったから，それまで。で，電話とかしてくる
ようになって，すごい， B子が私のこと一番考えてくれているんだなあとかつ
て，初めて，思ったやんか。なんか，そんな気をつかってくれているというか，
気にしてくれているって初めて，思ってo部活の他の子，全然連絡とかもしてく
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れんかったし。で， B子が初めてだったから，そうやってしてくれたのは。で，
それで， B子のせいでっていうか， B子のせいでって言うのもあれなんやけど，
B子のせいで学校休みだしたことも，頭にあるんやけどJ,B子の電話をうれ
しく感じた。 A子は 試合には出なかったが，他の部員たちに混じってベンチ
で応援した。試合後，一緒に写真を撮ったり，「すっごい仲良かった。なんか，
過去はウソのようJだったという。
この夏休みは， A子にとって転機となる。 A子は，ょうやく，学校に行かな
くなった本当の理由を両親に話した。おかげで，母親は，だいぶ落ち着いてい
た。「『つらいーぃ』っていう時期は，乗り越えたと思う。でも，つらいんやけ
ど。もう，言い合いの，そういうのは，乗り越えた」。
さらに大きな変化を生みだしたのは，母親と二人で，不登校生が集まる精神
科医主宰のフリースクール「KSスクールJ（仮名）を訪ねたことである。こ
れ以降，母親は，「学校に行けJとほとんど口に出さなくなった。この直前，
A子は，無理矢理，学習塾に行かされそうになっていたが，それもやめになっ
た。
KSスクールに行こうと言い出したのは，母親である。 A子は，「『うん， も
う行くわjって，もう， f助けてもらえるんやったら，行くわ』って感じゃっ
た。その頃は，ホンマ，なんか，ホンマ，そのつらいのから抜け出したかった
から，地獄から抜け出したかったから，とにかく，うん。変われるんやったら，
もう，行くわってな感じ，何でもやるわって感じゃったん KSスクールを訪
ねると，まず，精神科医と母親と A子の3人で話をした。その後， A子一人
が別室に行き，母親と父親のイメージを表す絵を選んで紙に写すという心理テ
ストを受ける。
1週間後，面談と心理テストの結果を聞きに， A子と母親は，再びKSスクー
ルを訪れる。 KSスクールの精神科医の言葉は，二人に大きな衝撃を与えた。
A子によれば，「『わたしは，自分のために生きてない』って言われて， f周り
の，親のために生きてる』って言われて， f自分の気持ちを出してないから・...u 
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「で， f自分の気持ちを出さない限り，社会復帰はあり得ない』って言われ」た
という。この精神科医の言葉に， A子は「ああ，そうなんや，初めて気づいたっ
ていうか」と納得する部分もあたったが，「すご、いショックゃったね。あ，他
に何か言われたんやけど，とにかく，その言葉が，頭のなかに，あって，その
言葉が，一番印象的ゃった」という。同様に，母親もショックを「すっごい，
受けたと思うわ。いやあ，車のなかでも，ぜんぜんしゃべらんかったもん，お
互い，二人とも。帰り，車のなかで。できんかった。何言っていいんか，わか
らんかった。そんなこと言われて，なあ。わたしも，お母さんも，すごい。ど
うしたらいいんか，わからんかった。そんなん言われでもなあ。どうやったら・－
. J。
しかし， A子は， KSスクールに通う気にはなれなかった。診察後，「『KS
スクール，見ていきますか』って言われて，『ああ，じゃあ，はいjって言っ
て，見ていって，そこで見て，初めて見て， fいや，行きたくないなあ』ってJo
KSスクールの子どもたちは，ボーっとしていたり，バンド演奏をやったり，
自由に自分のしたいことをしていた。「絶対，こういう何にもせん，そんとき
も，ぜんぜん，何もしてない，なんか，ボケーとしとるプ一太郎みたいやった
んやけど，でも，うん， KSスクールの人みたいな， KSスクールの人みたい
に，なんか，うん，自分の好きなことやっとるんやけど，それは，まあ，ええ
ことなのかもしれんけど，でも，なんか， fそれってきあ，あかんやろ』みた
いな感じで，なりたくないなって，思った」。 A子は，そこにいる子どもたちに，
自分の将来を見たのかもしれない。「なんか，もう， KSスクールに行ったら，
そのまま，うん，何も立ち直らないっていうか，何も見つけられないまま，た
だ， KSスクールで，バーって，ずっといて，で，何となく月日が流れてって
感じになって，何も，何も得られないような気がしたから。そんなんは，嫌ゃっ
たから」「もう，ずるずるずるずる，そのまま行って，もっともっと，落ちて
いくような気がしたからん結局， A子がKSスクールに行ったのは，この 2
回きりである。
-250 (484) -
夏休みには， A子は，普通の生活に戻っていた。部屋に閉じこもることもな
くなった。朝は，普通に起床して，家族と一緒に食事をしていた。母親と一緒
に買い物に出かけたりもした。夏休みの聞は，学校に行かねばというプレッシャー
もなかった。
夏休みのある日， A子は，母親が働いている来々軒の人たちと，マスターの
娘が出場するというダンス大会を見に行く。 A子の母親から不登校のことを聞
いていた来々軒のみんなが外に出れば気分転換になるだろうとA子を誘って
くれたのだ。 A子は，みんなの前では，笑顔で楽しそうに振る舞った。翌日，
母親が出勤すると，店の人から「Aちゃん，普通やね」と言われた。母親は，
家に戻ると，「人前では笑顔を見せてJとA子を非難した。仕事場の倉庫で泣
いているところを同僚たちによく慰められていた母親にしてみれば，裏表のあ
るA子の態度が憎らしく思えたのかもしれない。母親に対して， A子は「人
前で，そんなん，むすっとしとったらあかんゃんとかつて言うて，しゃあない
やんかとか言って」「悪いやんロ失礼ゃんjと言って反論した。
夏休みには，学校の先生たちも A子を外出に誘ってくれた。 A子が中 2の
時，妊娠したL先生の代わりにパスケ部の練習を見に来てくれていたO先生が，
A子を神戸に誘ってくれた。 A子と同輩のパスケ部員たちと0先生は，仲があ
まりよくなかった。 A子は，「なんで，こんなしてくれるんやろ。そんな， し
てもらう権利ないのにJと，思った。また，中 1の時の担任であったJ先生は，
A子を，自宅にご飯を食べに来るよう誘ってくれた。一人で行くのに気後れし
たA子は， B子を誘う。昼食を一緒に食べ夕食には3人でカレーを作った。
この他にも，中3の担任であり，中1の時 女子パスケ部の顧問をしていた
M先生も， A子を自宅に呼んで、くれた。再び， B子と一緒に行く。 A子は， J
先生の招待はうれしかったが，正直なところ， M先生のはうれしくなかった。
でも，「そういうふうに，気つかってもらって」「感謝してるで，すごくJとい
つ。
-251 (485）一
3. 3. 3. 3 中3の2学期
2学期になると，学校に行かねばというプレッシャーを再び感じはじめる。
A子は， 1学期末に， 2学期から学校に行くと両親に約束していた。 2学期，
何回か学校へ行ってみた。だが， 1時間目で早退した。「あんまり，言わなかっ
たけど，でも，やっぱり親の気持ちって，なんか，言われんでもわかるやんか，
なんか，やっぱ学校に行ってくれって，実際思っとるやんか。うん，すごい，
それが辛かったね。ぜんぜん，もう，お母さんと言い合わなかったけど，辛い
気持ちは， 1学期と一緒ゃった，まったく，変わらんかった。変わらんかった
ねんその辛い気持ちが生じたのは 「自分を見つけないと 本当の自分を出さ
ない限り，社会復帰できないって言われて，自分が全然分からんかったから，
どうやって見つけたらいいか，全然分からんかったJからである。 1学期とは
異なる新しい問題に A子は直面した。 1学期には，母親との争いをどうする
かが大きな問題であった。一方， 2学期には，母親との言い争いはなくなった
が，本当の自分を見つけて将来の生き方を決めることが求められるようになっ
た。しかし，その新しい問題の解決法がわからない。また， A子は，「親に迷
惑かけたくない，そういう気持ちがすごく強」かった。それは，不安や焦りに
つながっていく。「ホンマ，どうしたらいいか分からんから。うんo で，すご
い，不安ゃったね。すごい不安ゃったね。将来のことも，先のこと考えたりし
たら，不安やしJ「で，このままではおれんから，なにがなんでも。中学3年
の1年間をこのままでおれでも，その後は，もう，自分でちゃんとやっていか
ないとあかんやんか，結局は，高校進学するなり，どっか行くなり，だから，
すごい自分が見つけられんというのは，すごい不安ゃったねん今でこそ，学
校に行かなかった自分も，自分のなかのーっと思えるA子だが，その当時，学
校に行けないという現実を完全に受け入れることができなかった。大きな壁に
ぶつかったA子は，「逃げることばっかり考えてたね。死ということ」だとい
つ。
KSスクールに行った後 A子と母親との仲は 急激に良くなった。 A子に
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よれば，「この頃ぐらいから，お母さんも，強くなってきたと思うよ，最初の
頃に比べたらj「ちゃんと，現実をみつめるようになったんちゃう。だって，
なんか，娘が， 1学期は，娘が学校に行かへんという，そういうことを，信じ
たくなかったんちゃう，それまで，私が，ちゃんと，そうやって，挫折するこ
ともなく，行っとったから。信じたくなかったと思うわ。私も，信じたくなかっ
たもん。だから，うん。現実を見れるようになったJのではないかという。母
親は，仕事が休みの日に，動物園などにA子を連れて行った。 1学期には，絶
対あり得なかったことである。母親は，買物にも連れ出してくれた。しかし，
A子は，それ以外は，ほとんど外出しなかった。 10月頃に，子犬を飼いだし
た。 A子は，その世話に追われた。
A子は，親類や近所の人の噂話に傷ついたりはしなかったという。だが， A
子が母親から聞いた話によれば，「私の同級生のお母さんとかと，うちのお母
さんが会って話とかするやんか，そんなら，なんか，かわいそうになあって，
あのAちゃんが，信じられんって言われたって，言いよったよ，うちのお母さ
んが。いつも，信じられんって言われて。あのAちゃんがってJ，「なんか，そ
の，すごいときには，そのおばちゃんが泣いたって言いよったJそうである。
10月後半，外国にある「ヨーロッパ日本人学校J（仮名，以下，ヨー学）の
推薦入試を受けてみようという話になった。「私，なんか，このヨー学の話さ
れる前に，ちょっと前に，留学したら，海外ゃったら，なんか，考え方違うや
ん，日本と考え方が，で，それで、，なんか，別に，校則とかも厳しくないやろ
うし，ちょっとは，なんか，みんなと同じとか，そういうのあんまり外国つて
ないやんか，個人とか，個性とか強いから，そういう感じで，なんか，自由に
できると，思っとったやんか，私が，それで，留学もええなみたいなこと言っとっ
たんやんか，で，それで。うんJ。この A子の話を聞いていた両親は， ヨー学
の新聞広告を見つけてきた。両親と A子は，大阪で行われたヨー学の説明会
に参加し，ビデオを見たり，パンフレットの説明を受けた。「帰りの車のなか
で，いつものガソリンスタンドの前を通るぐらいに，その時に，なんか，お母
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さんが，もう決めるかつて言ったんやな，言われたんやな，そこ行くかつて。
ええとこゃったし，ええんちゃうかみたいなこと言われて，その時，私，うんっ
て言ったんやな，そうゃなみたいなこと，うんって，でも，その時，ほんま，
本心ちゃうかったんやJ「もうこれ以上，迷惑かけられないと思って，つい，
うんって言うてもうたんや」。
その晩すでに， A子は，ヨー学に行くと言ってしまったことを後悔していた。
しかし，「もう後戻りはできないjとも感じていた。この二つの気持ちの狭間
で， A子は，「死にたいと，思った」。そして，親の希望を自分の目標にしてしまっ
た自分を感じた。「だから，私，このときに，思ったんやけど，全然，立ち直つ
てないやんか，その挫折から」「全然，立ち上がってない時に，そうやって，
また次のこと，重なっとるやんJ。まさに，行くも地獄なら戻るも地獄という
状況であった。だが， A子は，留年や浪人という形でその場に立ち止まること
は絶対に嫌だった。 A子は「遠いとこ，行きたいと思っていた。誰も，私のこ
と知らないところ，行きたいと，思っていた。やり直すとかつて，そう簡単なも
のじゃないやんか。今まで、の私を知っている子のところだったら，すごい違和
感があるから，いややん。だから，誰も知らんところに行きたい。どうせ高校
行くんやったら，誰も知らないところに行きたいとは，思っとったねj。A子は，
とりあえずヨー学の受験だけしてみようと思うようになる。
11月後半，ヨー学の入学試験があった。 A子は，無事合格する。郵送され
てきた合格証を家族に見せた。だが，「お兄ちゃんの反応は，まあ良かったな
あみたいな感じで，全然うれしそうじゃなかったんや。それで，お父さんに電
話して，携帯に電話して，なら，お父さんも，よかったなあって，全然うれし
そうじゃなかったんや。で，お母さん，帰ってきて，言うたときも，ああよかっ
たなあって，うれしそうじゃなかったんや。私が見た感じではな，受け取った
感じでは。お兄ちゃんの時，すごい喜んでくれた。私とお兄ちゃんの，そん時
の状況が違うから仕方ないんやけど，お兄ちゃんが合格したときには，すごい
もっと喜んでくれとったのに，お父さんもお母さんも」。 A子は「なんか，全
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然，そういう喜びを感じなくてな，私自身。すっごい，つらかつてJ，よけい
にヨ｝学に行きたくなくなった。
それでも，ヨー学に行かないと言えなかったのは，「ほんま，やっぱり，迷
惑はもうこれでかけたくないから，私のせいで，お母さんとお父さんの身体が，
なんか，悪うなったら嫌やし，だから，親のことを考えたら，やっぱり嫌とは
言えなかったね。それ，すっごい，それがすごかった，その思いが，もう，常
にJ「お母さんの泣き顔とかも，見たくなかったからJ。もちろん， A子自身が，
「もう，ただ，とにかく，立ち直りたかったし，私自身もな，こういう生活か
ら逃げ出したかったから。辛かったから，ほんまに」と，他の選択肢を冷静に
考えることもできなかった。結局，ヨー学の入学手続きをする。「でも，頑張
ろうという気にはなれなかったねJ。
3. 3. 3. 4 中3の3学期
2学期が終わるときも， 3学期は必ず学校に行くと父親に言った。しかし，
何回か学校に行ってみたものの，いつも 1時間目で早退していた。そんな A
子だが，卒業式にだけは出席した。卒業式に出て， A子は「学校来とったらよ
かったと後悔した」という。「すごい，後悔している。めっちゃ，ほんま，め
ちゃくちゃ後悔した。悔しかったね」。なぜなら，「やっぱり，うん，思い出，
その分の思い出が私にはないから，そういうんそして，「卒業写真，卒業アル
バム見たときに，部活のところに，私の姿がなかったんや」「あんだけ，頑張っ
とったのに，何も，跡がないなぁと」思う。「みんながあるはずのものが，私
にはない。ない。ああ。私って，なんでやろうって」寂しく感じた。
3.4 悩みながらの高校時代（1996-98年）
中学校を卒業した A子は， 4月初旬，ヨーロッパに渡る。 A子が入学した
ヨー学は，全寮制の日本人学校である。中等部と高等部があり，調査時におい
て，全校で生徒70名ほど，先生18人（うち外国人5人）という小さな学校で
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ある。授業料は，かなり高額で，学費と寮費を合わせて年間400万円ほどにな
る。生徒には，社長や医者の子どもが多い。 A子のように問題をかかえた子ど
ももいる。親元を離れているということで，先生は親代わりに生徒を監督する。
校則は厳しく，寄宿寮の門限は，平日は午後5時半である。制服の指定もあり，
服装検査や頭髪検査もしばしば行われた。男女交際にもうるさい。
3. 4. 1 高1( 1997年）
ヨー学の第一印象は，「だまされた」というものだ、った。説明会の印象では
「真面目な子ぽっかりやと，思ってたJが，そうではなかった。高校入学時に，
A子は，「変に仮面をかぶらん」ことと，国際的な職業に就くために「外国語
を習得しようJの二つを目標にした。「仮面をかぶらん」という目標は，すぐ
に達成できはしない。高1の初め，寮から学校まで徒歩2分ほどの距離を，友
だちと一緒に登校していた。ある日，学校へ行く準備が終わった A子は，準
備のできていない友だちを待っていた。 A子は，「先に行くで」の一言が言え
ず，そのまま一緒に遅刻してしまう。
ヨー学でも，友だち関係で悩んだ。入学当時6人いた同級生の女の子が， 3
人と 3人のグループに分かれてしまった。しかし 1学期の聞は，「修学旅行
の延長みたいな感じJで， A子は，日本に帰りたいと思わなかった。ヨー学の
学力レベルはそれほど高くなく，勉強しなくても 試験でよい点が取れた。 A
子の入った寮は， 2人部屋であり，学校に行かない日など，ときたま自分たち
の体験を語り合った。 A子は 主に聞き役であった。高1の3学期には， A子
は， 1人部屋に移る。
7月中旬に，夏休みで， A子は，日本に帰る。 8月下旬にヨーロッパに戻る
まで，母親の働いている来々軒で，皿洗いのアルバイトをした。 A子は，ほと
んど毎日， 4' 5時間働いた。 8月の終わりに6万円強のアルバイト代をもらっ
たが，日本で使う暇はなく，ヨーロッパでの生活費の一部となる。この夏休み
の間，パスケ部時代の友人B子と， 1' 2回会っただけである。 A子は，他の
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友だちとは，特に，会いたいとも思わなかった。
実は， A子は，もうヨー学に戻らないつもりで，日本に帰ってきた。ヨー学
の同級生は関東出身者ばかりで， A子には，言葉やノリがしっくりこない。そ
の上，ヨー学の先生は，親元を離れているという理由で，生徒の生活に目を光
らせる。四六時中，学校の友だちと一緒で，一人になれる時聞がない。病気に
なっても学校の保健室に行かされ昼間は，寮にいることが許されない。 A子
には，日本の高校生たちの自由がうらやましく思えた。しかし，この夏休みに，
A子は，親に，ヨー学を辞める相談をしなかった。ヨーロッパを離れて日本に
いると，ヨーロッパでのつらさがかすんでいき，ヨーロッパに戻っても何とか
やっていけそうな気になるからだ。
2学期は， A子にとって最悪の時期となる。ヨー学に戻ると，始業式の翌日
から，いきなり， 5, 6時間目まで授業があった。しかし， A子は，心を日本
に残したままであった。日本に帰ることばかり考えていた。 A子は，日本の高
校生が「自由やし，なんか，めっちゃ自由ゃん，髪型とかも何も言われんし。
まあ，言われるけど，結局は，みんな茶色いやん。茶色いし。夜遊び、だっていっ
ぱい出来るし。うん。見たいテレビだ、って，いつでも見れるし。うん。一日中，
友だちと一緒におるわけじゃないし 一人の時間持てるし。寝る時間いつでも
ええし，勉強したいとき勉強したらええし，そうやって勉強時間とかつて決め
られてないしJという思いにかられ，「日本に帰ったら，これをしよう，あれ
をしよう」と夢ばかりどんどん膨らんでいく。ヨーロッパに戻った「最初はえ
えんやけど，だんだん，だんだんな，溜まっていくんや。で，発散できんから，
言いたいことも言えんし」。勉強もやらなあかんと自分でわかっていながら，
なかなか手につかない。こうした A子は ヨー学の友だちともワイワイ騒が
なくなり，一人だけ浮いたような感じになってしまった。
A子は，ヨー学を辞めることを考えた。泣きながら，何度も，親に国際電話
をした。親も，最初の頃は，「頑張れJと励まし，「中学校の時に，ああやって
逃げて，また逃げることになるで」と諭した。だが， 2学期の終わり頃には，
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親も「もう勝手にしいって，自分で辞めるって言ってきいって，お母さん，知
らんわ」と逆ギレ気味のときもあったという。 A子も「辞めるわJと言い返し
た。両親は， A子が電話で泣くので，夜になると，電話がかかってこないか，
いつもドキドキしていたという。毎日， A子から電話がかかってきた時期もあっ
た。
だが， A子は，結局，ヨー学を辞めなかった。 A子は ヨー学を辞めれば，
「やっぱり，親に迷惑かけてまう」と考えた。「せっかく，心配事の種が一つな
くなったのに，また，高校辞めて替わるとかつて言ったら またーからやりな
おしゃん。高校も，また探してJ。学力レベルの差から，日本の高校への転校
は容易でないとも考えた。「それに，ヨー学は，めっちゃ低いレベルゃから，
そっから，日本の高校よりも，勉強が少ないから，科目が教科が。だから，じゃ
あ，転校って言っても，レベルについていけんからJ。また 「中途半端で、，せっ
かく海外まできとって，中途半端で，辞めて帰ってきたって周りから思われた
ら，嫌ゃんJ「また逃げだすんか，また中学校で逃げ出して， またかつてこと
になるやんJという A子のプライドもあった。それに，ヨー学を卒業すると，
大学への推薦がもらいやすいことも魅力だ、った。
A子から「ヨー学を辞めたいJという電話を度々もらっていた両親は，この
2学期に， A子をいっぺん日本に帰らせようと考え，ヨー学と相談した。する
と，両親は，理事長夫人に「いっぺん日本に帰すと，そのまま辞めることにな
りますよ。だから，もう少し頑張らせてみてはいかがですかJと説得されて，
A子の中途帰国は実現しなかった。
この2学期，精神的に最悪であったA子は，ほとんど，授業に出席せず，保
健室で過ごしていた。担任の先生が A子に「嫌なときは 保健室に行っても
いいよ」と言ってくれたからである。 A子の保健室登校が続くと，他の生徒か
ら「なんで， A子だけいいのjというクレームがついた。 A子は，先生から
「もっと，授業を受けなさいJと言われ，いやいやながら授業に出るようになっ
た。しかし，授業中，ノートもとらず，ほとんど寝て過ごした。 A子の保健室
-258 (492) -
登校は，高1の3学期まで続く。保健室に通ううちに， A子は，保健室の先生
と仲良くなった。この保健室の先生と 一緒に外出するようにもなった。 A子
は，この保健室の先生と，真面目なことも，くだらないことも，いろいろな話
をした。時には，人生論を聞かせてくれた。保健室は，この頃， A子にとって，
唯一気の置けない場であった。
2学期の中間試a験は最悪だ、ったが，もうすぐ日本に帰れると d思って，期末試
験は何とか頑張った。試験結果も，なんとか盛り返した。
A子は， 12月中旬に日本に帰国する。 A子は，ほとんど家にいて，何もし
なかった。日本への転校を考えて高校へ話を聞きに行っていた両親は， A子に
「日本にいたかったら，いてもいいよJと言ってくれた。しかし， A子は，本
心ではないにもかかわらず 「いや，ヨーロッパに帰るJとつい言ってしまう。
3学期も， 2学期と同じであった。 A子は，ヨーロッパに戻ってきても，日
本のことばかりを考えていた。悩みを相談できるような友だちもいなかった。
「私にもこうやって辛いことがあるんだから 他の人にも辛いことがあるはず
やんか。だから，人のそういうことまで，持ち込んだら，自分のことで精一杯
やろうにJと，相談すると相手に迷惑をかけると考えていた。また，女子寮の
先生に話したことが，いつの聞にか皆に知れ渡っていたこともあった。ヨー学
は，狭い社会である。 A子は，自分の心の内を誰にも明かすまいと思った。 A
子は，「何回も自分で頑張ろうと思い直したんやけど，でも，うん，頑張ろう
と思っても，やっぱり，また，あかんわとなるJ。やる気が，全然出なかった。
A子は，試験勉強もせず， 3学期の期末試験を受けた。試験中は，寝ていた。
答案用紙は，名前だけ書いてすべて白紙で提出した。それでも，なんとか，追
試は合格した。
春休みに日本へ帰ることは，禁じられていたが，ヨー学を続けるかどうかを
親と相談するという名目で，帰国を許可してもらう。しかし，実際には， A子
は，親と相談しなかった。友人とも会わず，母親と一緒にひたすら買物をする。
親は，依然として「ほんま辞めたかったら辞めてええんやで」と言ってくれた
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が， A子は，「いや，行く」と答えた。
3. 4. 2 高2 ( 1998年）
高2になると，保健室に行く回数も減った。保健室に「たまに行っても，な
んか，同じことばっかり言われるから，わかってるんやけど，それができんの
やって感じなんやけどJ。
親にはヨー学を続けると言ったものの，高2の1学期も ボロボロであった。
「やらなあかんのわかってるんやけど，なんか，こういう 1学期の時の気持ちっ
て初めてやったんやな。なんか，初めてなあ， 1学期の時に，なんか，すごい，
やらなあかんでわかっとるのに，全然，力がわいてこんというか，何もやる気
なかってん。そういう気持ち初めてで，なんか，すごい，自分じゃないみたい
で，すごいおかしかったJ。中間試験も，期末試験も，名前と解答をちょっと
だけ書いてほとんど白紙のまま提出した。こうした状態は， 1学期の間中，継
続した。
夏休み， A子は，今度こそ，ヨー学を辞める決意をして日本に戻ってきた。
航空券も，復路をキャンセルした。しかし A子は 夏休みを遊んで過ごして
しまう。もう， 2学期が始まっていた。 A子は 日本の高校のガイドブックを
購入して，いくつかの高校に電話をしてみる。公立高校は 無理ということが
分かつた。私立高校に電話をしてみるが親と一緒に日本に帰国した場合しか
受け入れてもらえないことが分かつた。しかも ヨー学の学力レベルでは，自
分の望む高校には編入できない。 A子は，「アホな高校，誰でも入れるような
とこゃったら，入れるんやろうけど，そんなとこ入っても，しゃあないやんか」
と思う。中学校を卒業したとき，日本の高校を受験しておけばよかったと後悔
する。しかたなく， 1ヶ月遅れで，ヨー学に戻る。
2学期，日本の高校への転校を諦めたA子は，ヨー学を卒業しようと心を入
れ替える。やる気もわいてきた。 A子は，授業を真剣に聞き，ノートもしっか
りとった。気を張りつめていた。友だちは 放課後遊んでいたが， A子は，
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一人勉強した。これまでの勉強の遅れを取り戻そうと必死であったし，遅れて
戻ったため，中間試験が迫っていた。そのかいあって，期末試験には，学年で
総合1位を獲得する。素晴らしいと先生からもほめられた。
冬休み， A子は，充実した気持ちで日本へ帰って来ることができた。しかし，
両親から，ヨー学でお金をかなり使ってしまったから，大学は，自宅から通え
る範囲で決めて欲しいと言われる。 A子が希望していた大学は自宅から通えな
い。 A子には，今までの努力が無意味に思えた。なにしろ， A子は，ヨー学を
大学進学の単なるステップと考えて つらい生活を我慢していたのだから。
もうじき，ヨーロッパに帰らなければならない。 A子は，「帰りたくない」
と何度も言った。
4 考察
4. 1 表面的な要因と根本的な要因
ここまで，中学時代を中心にA子の生活史をみてきた。以下では，彼女が，
不登校に陥った要因について若干の考察を行いたい。
A子が不登校に陥った直接の要因は 中学校のパスケ部における人間関係で
ある。キャプテンのA子は，顧問不在のパスケ部を仕切る必要に迫られ，過度
の負担を負った。 A子の同学年は，「勝負重視派Jと「楽しみ重視派Jの二つ
に分かれ， A子は，「楽しみ重視派jと仲がよかった。しかし， A子は，キャ
プテンとして，「勝負重視派Jの意見も聞き入れねばならず，両者の狭間で立
ち往生する。さらに A子は パスケ部のなかで最も仲のよかったB子から冷
たくされる。 Bは，「楽しみ重視派」の中心人物であり， B子との関係悪化は，
A子がパスケ部で「浮いてJしまうことを意味した。こうした人間関係に嫌気
がさし， A子は，学校に行けなくなる。
しかし，こうした一連の出来事は， A子の不登校にとって表面的な要因に過
ぎない。なぜなら， A子は 中3の夏休みに 3年生パスケ部員の引退試合に
行って，楽しく過ごしている。 A子を電話で誘ったのは，不登校のきっかけを
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つくったB子である。それに反して，クラスのほうは 2 3学期ともに， 1 
時間目を出席するのがやっとだ、った。学校に行けなくなるまで， A子は，放課
後のパスケ部は嫌だ、ったが，クラスはむしろ楽しかったと言っている。バスケ
部の人間関係が改善したにもかかわらず，学校に行けないということは，より
根本的な要因が働いていたと考えざるを得ない。
より根本的な要因とは， A子が，常に，「将来のために生きj，「他人のため
に生きJてきたことである。 A子は，「他人に立派と言われるような学校に進
学しなければならない」という「将来に関する他人の期待jに応えることを，
常に自分に課していた。このため，パスケや勉強をしている「今の自分Jが，
「将来に関する他人の期待」という「目標」を達成するための単なる「手段J
と化す。手段の善し悪しは，目標達成の度合いに依存する。つまり，「今の自
分Jの価値が，「将来に関する他人の期待jの達成度から評価される。しかも，
この達成度を測定する指標は，「他人の評価jでしかあり得ない。さらに，未
来には，常に不確定要素が伴う。したがって，「将来に関する他人の期待」を
確実に達成しようとすれば，いつ終わるともしれない努力を強迫的に続けなけ
ればならない。このため，完壁主義的なA子は 他人の期待に応えられないか
もしれないという絶え間のない不安にさらされていた。小学校時代のように，
勉強もスポーツも優秀な成績を修めて，周りから賞賛されている聞は，問題は
表面化しない。しかし，いったん「将来に関する他人の期待Jに直接結びつく
「学校に行くJことが不可能になると，他人からの評価が低下し，他人の期待
の達成度に依存する「今の自分Jの価値も低下する。「今の自分」の価値低下
は，「今の自分」に対する自信喪失につながり，他人に拒絶される不安から，
学校に行く意欲が失われる。さらに，学校に行かないことは，「将来に関する
他人の期待」達成を阻害し，よりいっそう「今の自分」の価値を希薄にする。
この結果，ますます学校に行けないという悪循環を生む。
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4. 2 他人からの期待
A子が他人の期待に敏感であることは明らかである。例えば， A子は，先輩
と一緒にパスケの試合に出るとき，先輩に非常に気を使っていた。それは，
「もしこうやったら嫌われるんちゃうやろかつて，そんなんやっても，嫌われ
へんのに，嫌われるんちゃうやろかつて考えJてしまうからである。そして，
先輩にあまり気を使わない同輩に対して，「一人が，すごい，先輩に嫌われる
ような感じゃったんやな，すごい。あんまり，好かれてなかったんやな。態度
がでかいみたいなこと言われて。うん，でも，その子の，そういう風に，そう
いう態度がでかいのを，でかいことが，わたしには，すごい，すごいなあって
思えたんや」と述べている。こうした A子は，人当たりがよく，学校のどの
先生からも好かれていた。
その上， A子は，ものを頼まれると断れない性格である。顧問の先生からパ
スケ部のキャプテンを頼まれたときも，「ああ，もう」と仕方なく引き受けた。
A子本人も，自分が頼まれやすいタイプであることを不本意に感じている。
「すっごい頼まれる。頼まれる，頼まれる。それが，すっごい，嫌なんやけど，
でも，嫌やけど。それが，また逆に，ストレスになってまうんやな。そうやっ
て，たまる原因にもなるんや，いろいろとん
こうしたA子は，当然、ながら，親の期待にも敏感であった。親の目標が，そ
のまま自分の目標であったと述べている。「そんなこと言われたことはないけ
ど，頑張りとはよく言われた。何て言うの，押しつけることはないんやけど，
そういうふうにわたしがとってもうたんやな，わたしが。親は期待しとるんや
ろうけど，口には出しては言わんかったけど，でも，やっぱ，何か伝わってく
るやん，そうやって，頑張れ，頑張れって言われたら。で，それを，すごい感
じて。わたしは一位にならなあかんのやって，言い聞かせていた感じで。自分
の気持ちとは裏腹にというか，わたしも一位にはなりたいんやけど，ならなあ
かんというそこまではなかったのに，親が言うから，ならなあかん，ならなあ
かんってd思って，それで，そうやって，言い聞かせて，頑張ったみたいなとこ
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ろはあったんやと思うんやけど」。そして，それは，常に， 目標が達成できな
かったらどうしようという不安と裏腹であった。「そんときは，わたし，全然
気づかなかったんや。それが，プレッシャーやとは，全然思わなくて。わたし
が，小学校の時もそうなんやけど，今思えばなんやけど，小学校の時も， A子
は一位になれるみたいなことを，先生が親に言うて，親もわたしが一位になる
ということをのぞんと守って，でも，わたしは，一位になれんかったから不安ゃっ
たんやな。そういう確信がなかったから，全然J。
4.3 将来という束縛
高校進学というA子の将来にかける親の期待は， A子自身も感じ，プレッシャー
となる。「親が，すごい，わたしにかける期待は，大きかったんや。はずなん
や，たぶん。だから，その期待が，もう，中学校に行っても，その期待が，い
ろいろ，もう，わたしは。わたしらの地区でいうたら， T高校っていうのが一
番有名Jで，「その高校に，まあ，行けるって思われとったらしくて。まあ，
わたしも，まあ，行きたいと思っとったけれどもJ，「自信はなかった。そんな
ん言われでも，すごい，すっごい，だから，いろいろ，中学校になっても，プ
レッシャーとか，いろいろあってJ。
A子が，パスケ部の人間関係で悩んでいたとき，このプレッシャーが大きな
影響を与える。 A子は，親にパスケ部を辞めるよう勧められても，高校受験に
不利になると，思って，辞めることができなかった。パスケの目的は，パスケそ
れ自体を楽しむことだけでなく，高校進学の一手段という性質も帯びてしまっ
た。
将来という観点から今の生活を評価するという発想は，フリースクールに通
う子どもたちに対する違和感にも表れている。フリースクールは，不登校の子
どもたちが，自分の好きなことをして，自分を取り戻す場であるといえよう。
そうした子どもたちに対してA子は，「そんなことしとって，何もせんとブラ
ブラしとって，不安にはならんのか」と感じたという。 A子が，イソップ物語
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「アリとキリギリスJのアリを自分の理想像としていることからも，こうした
違和感を想像できょう。
4. 4 周りからの承認
「将来に関する他人の期待Jという目標達成の手段である「今の自分」の価
値は，究極的には，確証できない。なぜなら，目標が達成されたか否かが，未
来にならないと判定できないという理由とともに，他人の期待が満たされたか
否かは，他人の主観の中にしか存在しないからである。言い換えれば，現在の
努力に伴う労苦を我慢したからといって，未来の目標が必ず達成するとは限ら
ないし，本人が目標達成できたと考えたとしても，必ずしも，他者も同様に評
価してくれるとは限らないからである。例えれば，「将来に関する他人の期待」
の達成を目指す「今の自分」の姿は，ゴールの存在を確信できないにもかかわ
らず，存在するとされるゴールに向かつて，痛みに耐えながら走り続けなけれ
ばならないマラソンランナーである。
だが，究極的に確証できないとしても，「今の自分Jを価値あるものと「信
じJさせてくれる何かが必要である。自分を信じることなくして，困難な状況
に立ち向かうことはできない。先の見えないときほど 頼れるものが自分自身
に限定されやすいからである。証明不可能な「今の自分jの価値を信じさせて
くれるのは，周りの人びとが与えてくれる肯定的承認である。マラソンランナー
の例に即して言えば，ランナーに送られる沿道の声援である。これがあって初
めて，「今の自分jの努力に伴う労苦が，耐えるに値するものだと信じること
ができ，目標を達成できないかもしれないという不安を払拭できる。
不登校になってからA子が直面したものは，「今の自分Jを否定する周りの
反応であった。特に，中3の1学期に毎日ケンカをしていた母親からは，「な
んで，学校行ってくれんのJ「お母さんは，悲しいわJ「ほんま，落ちるところ
まで落ちたなあJと， A子の胸にズキズキ響く言葉を聞かされていた。こうし
た母親の言葉を聞くたび， A子は，「今の自分」の価値に不安を抱き，生きて
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いても仕方がないと死を考えた。自分の将来に関する親の期待を強く感じてい
ながらも，周りからの否定的反応によって「今の自分Jを信頼することができ
ず，新たな一歩を踏み出すことができない。さらに 立ち止まっているそうし
た自分を，自分自身で否定し，問題解決の糸口を見えなくする。
4.5 先送りされた問題
A子と母親が， KSスクールの精神科医を訪れたとき，「A子が，周りや親
のために生きており，自分のために生きていない。自分の気持ちを出せるよう
にならないかぎり，社会復帰はありえないJと診断を受けた。この精神科医は，
手段としてではない「今の自分Jそれ自身をありのまま素直に受け入れなさい
と言っているように思える。しかし，高校進学はしたものの， A子は，ありの
ままの「今の自分Jを取り戻したとは言いがたい。
まず， A子は，本心からではなく 「これ以上両親に迷惑をかけられない。
心配をかけたくない」という思いから，ヨー学進学を決めた。 A子は，親の意
向に添って，自分の進路選択を行ったのである。そして，高校生活が，大学進
学の手段と化す。 A子は，ヨー学に魅力を感じていないにもかかわらず通い続
けるのは，ヨー学が出す大学進学の推薦書をもらうためである。 A子には，留
年してまで日本の高校に入り直す気もない。高校を大学進学のための一手段と
考える以上，規定の年限以上，高校に通うことは，無駄だ、からである。やはり，
「将来に関する他人の期待」によって「今の自分Jが規定され，目的制手段の関
係が依然として成り立っているといえる。
しかしながら， A子も，少しずつ自分の生活を見直している。現在の彼女は，
「将来に関する他人の期待Jを必ず達成しなければならないというプレッシャー
から自己を解放しようとしている。その方策は，「今の自分Jの努力それ自体
に満足し，結果を副次的なものと考えることである。「とにかく，自分には，
そう，精一杯，精一杯やって，で，その後に，結果がついてこようと，ついて
こまいと，まあ，今の時点ではええやんかつて思うとる。で，それで，自分に，
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ず、っとず、っと，勝ち続けていれば，いきょったら，うん，もっと強くなるやん，
なってって，で，それで，勝ち続けていく，いきょったら，今度はもう一つ上
の段階で，他人に勝つという目標をもったらええと思うから，だから，今の時
点では，これ」。
5 むすびにかえて
A子の生活史を，不登校体験を中心に，できるかぎりA子の視点に即して記
述した。そして，その記述に基づき， A子が不登校に陥った要因が，「将来に
関する他人の期待」に応えるために「今の自分Jを手段化してしまった点にあ
ることを述べた。だが，なぜA子が「自分の気持ちJよりも「将来に関する他
人の期待」を優先させる生き方をするようになったのかについては，残念なが
ら，彼女のインタビューからは明らかにできなかった。
「将来に関する他人の期待」に応えるために「今の自分」を手段化すること
を，単純に「病理」とみなすことはできない。個人間の共同行為から成り立つ
社会生活を円滑に行うためには，他者の期待を考慮してコミュニケーションを
行う必要がある。時には，「今の自分」を犠牲にすることが求められ，その
「献身」には賞賛が贈られる。不登校の原因は，甘えや怠けとされることもあ
るが， A子の事例は，「献身Jという社会の「美徳jが不登校を生じさせうる
ことを示唆している。
もちろん，こうした本稿での考察は 可能な解釈の一つに過ぎず， A子の生
活史は，一つのテキストとして，読み手の多様な解釈に聞かれている。また，
一言に不登校といっても 一人一人の事情は異なっており A子の事例を安易
に一般化することはいましめなければならない。不登校の全体像を明らかにす
るためには，今後，より多くの事例の検討が必要である。
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